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本工事費内訳書（本01）
工事名 四羽出地区農業集落排水処理場　自動微細目スクリーンNo.1取替修繕　08-55NS-03

事業区分
工事区分

下水道
処理場･ﾎﾟﾝﾌﾟ場

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量 単価 金額 数量・金額増減 摘要

処理場･ﾎﾟﾝﾌﾟ場

式 1    

処理場

式 1    

自動微細目スクリーン取替

式 1    

機器費

式 1    

内   1号

労務費

式 1    

内   2号

撤去品処分費

式 1    

内   3号

直接工事費

式 1    

共通仮設

式 1    

共通仮設費（率計上）

式 1    

純工事費

式 1    

現場管理費

式 1    

工事原価

式 1    

一般管理費等

式 1    
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本工事費内訳書（本01）
工事名 四羽出地区農業集落排水処理場　自動微細目スクリーンNo.1取替修繕　08-55NS-03

事業区分
工事区分

下水道
処理場･ﾎﾟﾝﾌﾟ場

工事区分・工種・種別・細別 規格 単位 数量 単価 金額 数量・金額増減 摘要

工事価格

式 1    

消費税額及び地方消費税額

式 1    

工事費計

式 1    
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第１編　共通編

第１章　総則

第１節 － 総　則

　本工事の施工にあたっては、「秋田県土木工事共通仕様書」（以下、「共通仕様書」という）及び、

農業集落排水事業諸基準等作成全国検討委員会「農業集落排水施設設計指針　汚水処理施設編」に基づ

き実施するものとする。

第２節 － 検査・品質管理

１．段階確認

　共通仕様書第１編土木工事共通編「1-1-6 監督職員による検査（確認を含む）及び立会等」に基づき

段階確認を行う工種として、次の工種を追加するものとする。

２．施工管理及び出来形管理

　本工事に用いる施工管理及び出来形管理は、「農業集落排水施設検査・施工管理指標（案）」を用い

るものとする。

第２章　機械設備仕様

第１節 － 一般事項

　機器における留意事項については次のとおりとする。

１．当施設の処理方式は以下のとおりである。

２．本工事に使用する機器は、JIS又はその他関連する規格、基準に合格した製品を使用すること。

第２節 － 機器仕様

　自動微細目スクリーンの主要諸元については別紙参考図のとおりである。

第３章　据付

第１節 － 一般事項

１．受注者は、承諾された設計図書等を基に、規定の許容差内に正確に据付しなければならない。

２．据付にあたっては作業員の安全教育の徹底を図り、機材の状態及び場内の環境を点検し、人身事故

　並びに施設損傷等の絶無を期するとともに、第三者への防災にも万全の措置を講ずるものとする。

第２節 － 据付工事

１．自動微細目スクリーンの据付において、既存機器を清掃、撤去した後に同じ位置に据付するものとする。

２．機器を設置する際、既設構造物等に損傷を与えないように留意するものとする。

３．機器の据付調整及び試運転等に際しては、メーカーからの指示事項を基に実施するものとする。

第４章　提出書類

第１節 － 完成図書

　受注者は、工事完成後に次に示す図書を一括ファイルして完成図書とし、提出しなければならない。

１．製品仕様書

２．取扱説明書及び保守要領書

３．その他監督職員の指示した図書

撤去完了時 撤去資材確認（数量等）

 流量調整、嫌気性ろ床及び接触ばっ気を組み合わせた方式（JARUS-Ⅲ  型（2系列））

08農集修繕第3号　四羽出地区農業集落排水処理場　自動微細目スクリーンNo.1取替修繕　08-55NS-03

特 記 仕 様 書

工種 細別 確認時期 確認項目

完了時

材料検収（数量等）

据付状況の適否・動作確認等

場内機械設備工 自動微細目スクリーン

現場納入時
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　本工事は、大館市週休２日制工事の対象である。工事の実施については、「大館市週休２日制工事

実施要綱」に基づいて実施するものとする。

第５章　その他

第１節 － 週休２日制工事の対象
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　工事の実施にあたっては、秋田県土木工事共通仕様書及びその他関連図書を参考とし、かつ以下の事項に

ついて、施工条件とします。なお、明示されない施工条件、明示事項が不明確な施工条件についても、契約

事項の関連する条項に基づき、受発注者間において協議できるものとします。

第１編　共通編

第１章　総　則

第１節 － 積算基準

１．参考図書

　設計図書の外に提示する「参考図書」については、入札参加者の迅速な見積りに対しての資料として

提示するもので、請負契約上拘束するものではないので留意して下さい。

２．積算基準

　工事費の積算は、以下の積算基準等を参考にしています。

① 土木工事標準積算基準書（共通編）秋田県建設部　令和7年10月以降適用

② 農業集落排水施設標準積算指針

第２編　現場説明事項

第１章　条件明示

第１節 － 工程関係

１．施工時期、時間・施工方法の制限事項

①本工事は、屋内施工により冬期及び屋外工事の歩掛補正は適用しません。

②工事用除雪については計上しません。

第２節 － 用地関係

１．当工事は処理場内のみの施工により、施工上用地に伴う協議はありません。

第３節 － 公害関係

１．既存機器等の清掃等による汚物は、場外へ放流せず場内処理又は適正な処理をして下さい。

第４節 － 安全対策関係

１．場内の環境及び汚物等による作業員への影響に留意し施工して下さい。

第５節 － 工事支障物関係

１．当工事による支障物件はありません。

第６節 － 建設副産物関係

１．本工事で既存機器取替に伴う処分については、県内の鉄鋼類を取扱う産業廃棄物処理施設にて適正

　に処理して下さい。

第７節 ー その他

１．本工事において、施工条件及び設計図書に明示されていなかった新たな事項が発生した場合は、別

　途協議するものとします。

　　工期内において週休２日（４週８休以上）に満たない場合は、現場閉所の達成状況に応じて清算変

　　４週８休に満たない場合は補正は行いません。

現場説明書（条件明示）

08農集修繕第3号　四羽出地区農業集落排水処理場　自動微細目スクリーンNo.1取替修繕　08-55NS-03

２．本工事は労務費、機械経費（賃料）、共通仮設費及び現場管理費に週休２日（４週８休以上）の現

　場閉所を行う前提として補正を行っています。

　更時に労務費、機械経費（賃料）、共通仮設費及び現場管理費の補正を見直します。
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